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序

埼玉県では、 9環境優先J「生活重視J「埼玉の新しいくにづくり」を韮本理念に、

21但紀の豊かな彩の国を目指して、多彩なまちづくりを進めています。

大宮市、浦和市を中心とする県南地域では、首都機能を含めた高次都市機能の集積

が図られ、さいたま新都心の整備が進められています。

一方、過密問題を解消し、安全で質の高い都市空間を再構築するため、公的住宅の

供給など、住環撹の整備が行われており、そのひとつとしてこのたび、県営大宮小深

作団地の建設が行われることになりました。

県営大宮小深作団地建築予定地内には、埋蔵文化財の所在が確認されておりました。

その取扱いについては、関係諸機関が慎軍に協議を重ねてまいりましたが、やむを得

ず記録保存の措置が講じられることとなりました。当事業団では、埼玉県教育局生涯

学習部文化財保護課の調整に拮づき、埼玉県の委託を受けて、発掘調査を実施いたし

ました。

今回報告いたします深作稲荷台遺跡の周辺は綾瀬川流域の台地上に多くの遺跡が分

布する地域であります。

発掘調査の結果、縄文時代、近但の遺構が見つかり、長い年月の折々に先人の生活

の舞台としてこの地が利用されたことがわかってまいりました。

また、各時代の遺物は地域の歴史を考える上で欠かせない資料と言えます。今回の

調査では縄文時代の土器群が出土し、貰重な資料を得ることができました。

本書は、これらの成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保護、学術研究の

甚礎資料として、また、埋蔵文化財の普及啓発の参考資料として、広く活用していた

だければ幸いです。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力をいただいた埼玉県教育局生涯学

習部文化財保護課をはじめ、埼玉県住宅都市部住宅建設課、大宮市教育委員会、並び

に地元関係者の方々に厚くお礼申し上げます。

平成13年 3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 中 野健一



例

1.本書は、埼干県大宮市に所在する深作稲荷台遺跡

の発掘調査報告書である。

2.遺跡の略号と代表地番および発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

深作稲荷台遺跡(FK S K I N R D I) 

大宮市深作西部特定土地区画整理渕封区 13 

平成12年11月1日付け教文第 2-76号

3.発掘調森は、県営大宮小深作団地建設事業にとも

なう事前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課が調整し、埼玉県の委託を受け、財団

法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

4.本事業は、第l章の組織により実施した。本事業

のうち発掘調査については、鈴木敏昭・儀崎

が担当し、平成12年10月2Flから平成12年10月31

日まで実施した。整狸報岩書作成事業は新屋雅明

一一一一に＝：＇
が担当し、平成13年3月1日から平成1潤賃月23

日まで実施した。

5.遺跡の韮準点測量は株式会社東京航業研究所に委

託した。

6.発掘調査における写真撮影は鈴木・砥崎が行い、

遺物写真撮影は大屋道則が行った。

7.出土品の整理および図版の作成は新屋が行った。

本書の執筆は I lを埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課が、他を新屋が行った。

8.本書の編集は、新屋があたった。

9.本書にかかる資料は平成13印度以降、埼玉県立埋

蔵文化財センターが保管する。

10.本書の作成にあたり、大宮市教育委員会、山形

洋一氏から御教示・御協力を賜った。記して謝

意を表するものである



凡例

1.全体図等のx、Yによる座標表示は、国家椋準直

角座標第IX系に甚づく座標値を示し、方位は令て

座標北を表す。

2. グリッドはIOXIOm方眼を設定した。グリッドの

名称は、方眼の北西隅の杭番号である。

3.遺構の表記記号は次のとおりである。

SK＝土堀 SD＝溝 P＝柱穴

4．逍構の名称は原則として調査時のものを使用した。

5.挿図の縮尺は上堀 1/60、溝1/120 • 1 /60、

遺物1/2• 1/3である。
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1 発掘調査の概要

1.調査に至る経過

埼下県では「快適でうるおいのある生活空間の形成J

を日指して、すべての県民が安全で快適な生活を営む

ことができるよう、質の高い住まいの計画的な供給促

進を図り、住環境の整備を行っている。

こうした施策の現として、埼玉県では県営住宅を

計画的に建設している。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課では、このよ

うな施策の推遮と文化財の保護について、従前から関

係部局との事前協議を重ね、調整を図ってきたところ

である。

県営大宮小深作団地建設にかかる埋蔵文化財につい

ては、平成10年度に発掘調査が行われ、報告書も刊行

されているが、取付け道路の工事計画変更に伴い拡張

される範囲の埋蔵文化財の所在および取扱いについ

て、平成12年 8月23日付け住建第161号で、埼玉県住

宅都市部住宅建設課長から文化財保護課長あて照会が

あった。

文化財保護課では確認調査を実施し、その結果をも

とに、平成12年 9月21日付け教文第660号で、深作稲

荷台遺跡の取扱について次のように回答した。

l 埋蔵文化財の所在

名称 (No.) 種別 時代 所在地
深作稲荷台 集落跡 縄文 大宮市深作西部
遺跡 古墳 特定土地区画整
(12-229) 理86街区ー13

-1 

2 取扱い

上記の埋蔵文化財包蔵地は、現状保存することが望

ましいが、事業計画上やむを得ず現状を変更する場合

は、事前に文化財保護法第 57条の 3の規定に桔づく

文化庁長官あての発掘通知を提出し、記録保存のため

の発掘調査を実施すること。

発掘調査については、実施機関である財団法人埼玉

県埋蔵文化財調査事業団と住宅建設課と文化財保護課

の三者により調査方法、期間、経費などを中心に協議

が行われた。その結果、平成12年10月2日から平成12

年10月31日までの期間で、実施することになった。

文化財保護法第57条の 3の規定による埋蔵文化財発

掘通知が埼玉県知事から提出され、第57条 1項の規定

による発掘調査届が財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事

業団理事長から提出された。

発掘調査に係る通知は以下のとおりである。

深作稲荷台遺跡平成12年11月1日付け

教文第 2-76号

（文化財保護課）



2.発掘調査・報告書作成の経過

発掘調査

深作稲荷台遺跡の調査は、平成12年10月2日から平

成12年10月31日まで行った。発掘調在面積は250可で

ある。

当事業団では平成10年度に深作稲荷台遺跡の調査を

実施している。遺跡の南端に沿った東西に細長い調在

区について調査を行っており、緩やかな台地斜面部と

急斜面部分からなっていた。

今回の謂査区は平成lOf杓斐調査区の北西端に隣按す

る部分である。台地斜面部からやや平坦化する台地頂

部にあたる。

深作稲荷台遺跡における発掘調査の実施経過は、以

下のとおりである。

準備を経て、 10月上旬には現場事務所のユニットハ

ウスを設置、抜開作業、囲柵作業を行った。

中旬には表土掘削後、補助員による発掘調査の実作

業を開始し、悲準点測量を委託して実施した。

遺構精行を行ったところ、縄文時代の土堀、近世の

溝等を確認した。

順次、遺構覆土の掘り下げを行い、い脅断面図の作

成、遺物の取り上げを行った。それぞれの遺構の完掘

後、写真撮影、平面図作成を行った。

10月ド旬には遺構の写真撮影、平面図作成を終了し、

発掘作業を終了した。

月末には器材搬出・現場事務所の撒去を行い、 10月

--2-

末日をもって、深作稲荷台遺跡に関する作業をすべて

終「した。

整理・報告書刊行

整理事業は、平成1び卜3月1日から平成13年3月23

日まで実施した。

平成13年3月刈初には遺物の水洗・注記と遺構図面

の整理を開始した。

遺構・遺物の整理作業は3月上旬に順次行った。

遣物は、水洗・注記終了後、按合を行った。遺物に

は縄文時代の上器片、土偶、石器が認められた。これ

らの遺物については拓本・実測・トレース・版組み・

遺物写真撮影などを行った。

遺物の作業と平行して、全体図、遺構図面の第 2原

図作成を行った。その後順次、全体図・遺構図のトレ

ース・版組を行った。

こうした作業に平行してデータ処理、表作成、原稿

執筆を行った。

また、逍構写真の整理・遺物写真の整理を行って、

報告書に掲載する写真類の選択を行い、割り付け作業

を行った。

これらの作業は 3月中旬には終了し、原稿・割り付

けの完成後、印刷の発注を行った。

3月下旬には記録類の整岬収納を行うとともに、校

正作業を行い、本書を刊行した。



3 ■ 発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査（平成12年痩） (2)整理作業（平成12年度）

狸 事 長 中野健一 理 事 長 中野健一

副 理 事 長 飯塚誠一郎 副 理 事 長 飯 塚誠一 郎

常務理事兼管理部長 広木 卓 常務理事兼管理部長 広木 卓

管理部 管理部

管 理 部 副 部 長 関野栄ー・ 管理部副部長 閃野栄ー＾

主 席 （庶務担当） 阿部正浩 主 席 （庶務担当） 阿 部正浩

主 席 （施設担当） 野中廣幸 主 席 （施設担当） 野中廣幸

主 任 菊池 久 主 任 菊池 久

主 席 （経理担当） 江 田 和 美 主 席 （経理相当） 江 田利箕

主 任 長滝美智子 主 任 長滝 美智子

主 任 福川昭美 主 任 福田 昭美

主 任 腰塚雄二 主 任 腰塚雄

調査部 調西部

調 査 部 長 高橋上夫 謂 査 部 長 高橋 夫

調査副部長 石岡憲雄 資 料 副部長 鈴木敏昭

資料副 部 長 鈴木敏昭 主席調森員（資料整理担当） 儀崎

主席調査員（資料整理担当） 砥崎 主任調 在員 新屋雅明
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11 遺跡の立地と爛境

深作稲荷台遺跡は大宮市の北東端、岩槻市との境界

近くに所在する。東武野田線ヒ里駅から北へ 1kmの位

置にある。遺跡の周辺は山林や畑地が多く残る場所で

あるが、区画整理事業や住宅建設により、年々市街化

が進行している。

深作稲荷台遺跡の立地する大宮台地は崎玉県の東部

を占めている。大宮台地は東を中川低地によって下総

台地、西を荒川低地によって武蔵野台地と姉叶する位

置にある（第 1図）。

大宮台地の中には元荒川、綾瀬川、芝川、鴨川など

の中小河川が台地を開析している。こうした中小河川

によって分かれた支台のうち、東部に位置する大和

田・片柳支台の東端に遺跡は位置する。大利田・片柳

支台は西を芝川、東を綾瀬川に開析され、樹枝状に浸

食谷が入り込んだ複雑な地形をなしている。

深作稲荷台遺跡の占地する台地の周縁も支谷による

浸食谷が発逹している。東側には見沼代川水が流れ、

南側には小支谷が人り込んでおり、遇跡は南東に向か

って突きでた舌状台地上にある。台地頂部の標高は

第 1図 埼玉県の地形図

冒賢．忍習 □1 1 
i」

山地 凹地 丘陵 台地 低地

-4-

17m前後である。

見沼代用水を撹にして深作地区は東部と西部に分か

れる。遺跡の立地する西部地区は標高17m、東部地区

は標高llm前後であり、約6mの比高差がある。さら

に東部地区の東側には深作沼と呼ばれた標高8m前後

の低湿地があり、逍跡周辺は高・中・低位の地形から

なっている。

高位面には督遺跡の他、 A-137号遺跡、 A-2301号遣

跡、小深作前遺跡などが分布している（第 2図 5.

9 • 10)。

A-137号遺跡では縄文時代中期末の住居跡が検出さ

れている（田代他1994)。A-23位｝遺跡では早期末の住

居跡・炉穴13拮、縄文時代中間・古墳時代前期の住居

跡が検出され、包含層からは縄文時代早期の撚糸文系

上器群が出七している（立木・田代他1987)。小深作

前遺跡では縄文時代早期の炉穴11埜、縄文時代後期の

土堀12悲、平安時代の住居跡が検出され、旧石時代、

縄文時代早期～後期の遺物が見つかっている（立木他

1983)。

（＼し

ノ Ly• 

k• 
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第3閃遺跡位置図
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中位面には貝崎貝塚、深作東部遇跡群、深作氷川神

社裏遺跡などが分布している（第 2図4• 7 • 8)。

貝崎貝塚は明治期より深作貝塚として呼称され、綾瀬

川右岸に位置する最奥の貝塚として著名である。大宮

市教育委員会による調脊も行われ、住居跡・地点貝塚

が明らかになっている（下村・庄野1切8)。

深作東部遺跡群は13遺跡の総称であり、旧石器時代

から平安時代に至る各時代の様相が明らかとなった調

査事例である（立木他1984)。縄文時代前朋の住居

跡•関山式の良好な資料をはじめ、縄文時代早～後期

の遺構・遺物、弥牛時代•平安時代の住居跡等が報岩

されている。また、深作氷川神社裏遺跡では縄文時代

早期の炉穴、平安時代の住居跡が検出されている。

これまでにふれた深作稲荷台遺跡にごく近い遺跡群

の周辺にも綾棟，ijJI|やその支谷に面した台地上に多くの

遺跡が分布している。

第2図2• 3のA-146号遺跡、丸ヶ崎遺跡は大宮市

域最北に位置する遺跡である。 A-146号遺跡では縄文

時代早期の条痕文士器が出上している（立木・山形

198.5)。丸ヶ崎遺跡では縄文時代後期前葉の住居跡が

発掘されている（ド村・宮内1切6)。

当遺跡の西には稲荷原遺跡（第2図6)がある。縄

文時代早期の撚糸文、沈線文、抑型文上器などの良好

な資料が出土し、稲荷原式が提唱されている（三友・

安岡1⑮)。

m 遺跡の概要
今回の調査は深作稲荷台遣跡の南部、 250m'につい

て実施したものである。

平成10年疫の発掘区は遺跡の南の縁にあたり、緩や

かな台地斜面部と急斜面部分からなっていた。今回の

調査区は平成10年度謂査区の北西端に隣按しており、

台地斜面部からやや平坦化する台地頂部に相当してい

る。標高16.6~16.Smのローム台地上である。

検出された遺構は縄文時代の土壊21埜、近世の溝2

条、柱穴1本である（第4図）。

遺跡の南方にHを転じると、宮ヶ谷塔遺跡群、小深

作遺跡、 1ごノ宮遺跡、 A-116号遺跡、中甲遺跡、 A-83

号遺跡、後遺跡、膝子八幡神社遺跡などが分布してい

る（第2図11~18)。

宮ヶ谷塔遺跡群では縄文時代前期の地点貝塚8箇

所、縄文時代前・中期・弥生～古墳時代・平安時代の

住居跡が発掘されている（田代・笹森他1985 立木・

山形1985)。小深作遺跡では縄文時代晩期の住居跡や

縄文後・晩期の上器・土製品など豊富な遺物が出tし

ている（大宮市教育委員会1町1三田村l!B:））。上ノ宮

遺跡は縄文時代早期の炉穴群や古墳時代前期の方形周

溝陪が検出された（新屋•福田他1999) 。 A-116号遺跡

では占墳の周溝が検出されている（箭森•田口他

1986)。弥牛時代～平安時代の住居跡が検出された中

里遺跡（下村・宮崎1988)、弥生時代の遺跡として知

られている A-83号遺跡、後遺跡、膝子八幡神社遺跡

（立木・山口他1982)などがその南に分布する。

綾前iiを杖んで対岸の岩槻支台には弥生時代中期の

上壊、古培時代前期の住居跡等が検出された平林寺遺

跡（埼玉県遺跡調査会1972)、縄文時代中期、弥生時

代中・後期の集落が検出された西原遺跡（埼玉県遺跡

調査会1972)、占墳時代の集落跡である西原三遺跡

（小林•青木1993) 、)J廿倉遺跡（埼五県遺跡調査会1972) 、

加倉中島遺跡（小林•青木1995) などが分布している

（第2図19~24)

縄文時代の土壊は調査区の南東部、西部を中心に分

布している。土塙内からは縄文時代中期～晩期の土器

片少数が出土している。

また、遺構外からも遺物の出上があった。縄文時代

早期～晩期の上器片、石器、上偶などが出土した。

当遺跡の中央部から東側は大宮市教育委員会によっ

て、 3次にわたる調査が実施されている（第 5図）。

先上堺時代、縄文時代、弥生時代後期～古墳時代前

期、平安時代の遺構・遺物が報告されている。

7
 



先土器時代の石器集中は第2次謂査B区で3箇所、

第3次調在C区で2箇所検出されている。

縄文時代早期の炉穴が汎基検出されており、 B区北

側の東斜面、 1次謂査区から 3次調森c区に平る台地

先端部、 2 次謂査A区の台地平j•E[部に集中して検出さ

れている。住居跡は縄文時代前期～中期の1傭f、弥生

時代後期～古墳時代前期の1弾f、平安時代の 2軒が調

査されている。

事業団による平成l(){f度の調査は集落の南方斜面

にあたり、縄文時代早期、縄文時代中期末から後期初

頭、弥生剛し後期末から古墳時代前期初頭など集絡の

主要な時期と同様な傾向の出＿十見許勿が見られた。

今回の調査は台地の頂部にあたるものの住居跡の検

出はなく、弥生時代後期末から古墳時代前期初頭の遺

物も認められなかった。縄文時代の遺物はこれまでの

調査と時期的に同様な傾向を示すものと言えよう。

第 4図遺構全体図
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第5図遺構全体図
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IV 遺構と遺物

1 縄文時代

(1) 土堀（第 6図～第 8図）

土堀（第6図～第7図）

21基が見つかった。調査区の南東部、西部を中心に

分布する。規模・形状は多様であり、第 1表に示した。

土壊出土遺物（第8図）

上壊内からは縄文時代中期～晩期の士器片少数が出

tしている。第8図に示したとおりである。

第107号土塙で中期末の土沿が数点出土した以外は

ごく少数の出土遺物であり、時期的にも一定していな

い。ここでは土堀群の時期を大きく縄文時代として捉

えておく。なお、第90• 97号上城は図化しうる破片が

なかった。また、第92• 93 • 95 • 98 • 102 • 103 • 105号

上堀からの出OO物はなかった。

第8図1• 2は中期末の深鉢形土器の口縁部である。

1は横位に微隆帯が巡る。縄文は単節LR。

3は晩期中葉、安行3C式の胴部破片である。沈線

区画内に三角形の列点文を施す。

4は中期末の微隆帯を施した土器である。

5は中期末の土器であろう。単節RLの縄文を縦位

第 1表土塙一覧

に施文する。

6は中期末の土沿である。口縁部に沈線が巡る。

7は後朋後築の安行 l式である。口辺部が外傾して

立ち卜げる平口縁深鉢形土器である。単節RLによる

帯縄文を施す。

8は中期末の土器である。単純な形態の深鉢形上器

である。口縁部に微隆帯を巡らせ、閻発帯以ト―に単節

LRの縄文を施す。

9は無文の口縁部である。晩期の土器であろう。

10は単節RLの縄文を横位に施文する。後期の土器

であろう。

11は横線と縄文を施した中期末の土器である。

12は晩期の浅鉢形七器である。柚線と剌突文を施す。

大洞Cl;r:t;限統の土器である。

13~16は中期末の土器である。

13は口縁部が内湾気味に立ちあがる形態の土器で、

円文と横線が巡る。単節LRの縄文を施す。 14は単節

LRを施した胴部破片である。 15は底部である。 16は

柚線と縄文を施す。

土堀番号 挿図番号 グリッド 半面形 長径 (m) 短径 (m) 深さ (m) 主軸方向 備老

SK88 第6図 F -2 不整形 (4.00) 0.50 

SK89 第6図 F-2 楕円形 3.60 3 30 0.68 N-0 ° -E 

SK90 第6図 F-1 楕円形 5 60 5.50 0 48 N-28° -E 

SK91 第6図 F-1 楕円形 3 20 2.50 0 16 N-0 ° -E 

SK92 第6図 F-1 楕円形 I 85 1.70 0 10 N-0 ° -E 

SK93 第6図 F-1 日形 3.10 0.18 

SK94 第6図 F -l 楕円形 7.90 3.95 0.58 N-13ロ -W

SK95 第6図 E-l 不整形 3.10 2.25 0.76 N-38'-W 

SK96 第 6図 F-1 楕円形 3.60 2.55 0.46 N-17° -E 

SK97 第6図 F -1 不整形 4.85 2 97 0.30 N-10° -W  

SK98 第 7図 F -1 不整形 3 70 2.55 0 20 N-75° -W  

SK99 第7図 F -1 楕円形 2.80 2.55 0.24 N-4° -E 

SKIOO 第6図 F-2 不繋形 9.28 0.56 

SK!Ol 第6図 F -l 楕円形 3.50 3.05 0.75 N-66" -E 

SK102 第6図 F -2 不整形 (6.20) 0.36 

SK103 第6図 F -2 不整形 7.10 0.42 

SK104 第7図 F -l 楕円形 2.20 1.80 0.15 N-53'-E 

SK105 第7図 E -l 不整形 (3.60) 0.84 

SK106 第7図 F-2 が整形 (3.15) 0.16 

SK107 第 7図 F -2 不整形 (5.95) 0.44 

SK108 第7図 E-2 が整形 (2.05) 0.19 
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第6図

A 

士塙（ 1 〗

A-

A 16.00'.lm A
 

S K90 S K91 S K92 

A
 

A 16．OOJrn 

A' 

A 

Aー：口 A

A 17.00Jm A
 

SK91 

1 暗褐色土焼七少、白色粒子少駄

2 暗褐色土ローム粒子径1~2皿多贔。

A□□-A 

A17.IXXlm A 

SK92 

1 暗褐色土ロームプロック

径3⑳多量。

SK88 
1 暗褐色土ロー凶絣子、炭侶初坊凡
2 暗黄褐色土ロ一ムプロック径2皿多呈。
3 暗褐色土ロームプロック径le形嗜上
SK89 
1 暗褐色士ロー凶泣子径1~2麟少扇
2 暗褐色土ローム少鼠
3 暗褐色t ロームプロック径le形碩し
4 暗褐色土ロー頌立子径1~2mm'少畠
5 暗褐色土や詞奨応
SKlOO 
1 暗褐色土ロームプロック径le諺靖｝3

2 暗褐色土 ロー碍立子、径1皿沙醤。
3 暗褐色土ローム多篭。
SK102 
1 暗褐色土ローム粒子径1~2mm'少。
2 暗褐色土ロームプロック径1cm'少砒
SK103 
1 暗褐色土ローム、ローム粒子径lmm'!>。
2 暗褐色土ロー凶泣子径1~2暉多巖
SD 11 
1 暗褐色土ロー頌泣子径1~2皿沙砒
2 暗褐色土ロームプロック径10謳少臨
3 暗黄褐色土 ローム粒了径1~2皿沙泣
4 暗卿易色辻 ローム麻｝子径2邪移畠
5 暗褐色上ローム多贔。

S K93 

Aー ロ A

, 16.00Jm A' 

SK93 

1 暗褐色土焼土少、白色粒子！量。

2 疇紅 D—平子径1~2暉多鼠

SK90 

1 暗褐色土焼土少、白色粒子少督。

2 暗褐色土ローム少砒

3 暗疇釦ローム多艇

4 暗褐色士ローム粒子径lmnl少量。
5 暗褐色上ロームプロック径le彫悶ぷ

S K95 

A／□ 
co g

 

A 

g
 

E

g.
9
L

g
 

A 16.9:llm A 

SK94 

1 暗褐色上焼十少、白踵立子少量。

2 賠褐色上ローム＼）子径1~2皿多恥

3 暗褐色土 ローム粒了イ蚤1~2血多砒コ
4 暗黄褐色土 ロームプロック径2~3cm多羅。

5 暗褐色土ロームブロック径1~4cm多呈コ

A 

A16.i!Xlm 

A 16.9'.Xlm 

A 

S K96 

に 口」

A 

SK96 

1 暗褐色土

2 暗褐色土ロームプロックを含む。

3 暗黄褐色土 ローム多く含む。

SK95 

1 暗褐色土

2 暗褐色土ロームプロック径1cm少歯，

3 暗褐色土 ロームブロック径2~3cm多贔っ
4 暗褐色土ロームプロック径3cm少量。

ASK／／□ A 

A16.9'.llm A 

SK97 

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 廟懃易色上 ローム粒子、プロック多く含む。

2m 
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第7図土壊（ 2)

門

□□ A 

m 

A 16.9:Jlm 

B16.0m B 

SK98 

1 暗褐色上ロー凶堕子を含社。

2 暗黄褐色士 ロー関立子、プロック多く含む。

SK99 

1 暗褐色土

2 暗褐色土ローム粒子を含む。

3 瑯閥色土ローム粒子、プロック多く含む。

SK104 

1 暗褐色土

2 暗黄褐色土 5よりローム粒子、プロック多く含む。

A16.l!Xlm 

門

A 

SK106 

1暗褐色土ローム少肱

2 暗褐色土ローム多鼠ローム粒子径1~2麟少艇

3 暗褐色土ローム少艇

4 暗褐色土ロームプロック径1~2c叫冷船

5 暗褐色土ロームプロック径2~3cm多量3

6 暗褐色上ローム粒子径1~2皿多量、、

ロームプロック 2~3cm少墨。

7 暗疇釦ローム多辿

SK107 

1 暗褐色士 ローム少量、炭化物少囁。
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2 暗黄褐色tロー碍庁径1~5疇、

ロームブロック径1~5皿多鼠

3 暗黄褐色上ロームプロック径2cm多塁。

4 暗褐色tロー碍if径1~5謳多協

5 暗疇色士．ローム認
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第 9図 遺構外出土遺物

“口1 ＇ ヽ~ 口 口

ロ
5 cm 

ロロロニ5

□。

「

14 

10cm 

(2)追構外出上逍物（第9図）

1は早期前半の撚糸文系上器である。胴部の破片で

ある。 Lの撚糸を施す。

2は早期後半の条痕文系上器である。胎土中に繊維

を含む。胴部の破片である。内外面に条痕を施す。

3~11は中期末～後期初頭の上器である。いずれも

胴部の破片である。

3は横位の微隆帯を施す。縄文は単節である。 4~

7は縦位の微降帯を施す。降帯間に縄文を施す懸乖文

の胴部破片である。いずれも単節の縄文を施す。 9.

10は沈線内に縄文を施す。 9は無節L、10は単節RL

の縄文を施す。 8• 11は縄文を施文した胴部破片であ

る。縄文は無節Lである。

12は後明後葉の安行 l式である。＇帯縄文を施した深

鉢形上器の胴部破片である。縄文は単節RLを横位に

施文する。

13は晩朋中葉の安行3C式である。浅鉢形土器と思

われる口縁部の破片である。平口縁である。弧線文、

小ぶりの列点文を施す。列点は丸い形をしている。

14は磨石である。韮部には敲打痕が認められる。残

存する長さ8.&mである。幅4．没m、原さ4．化皿

砂岩製。 245.0g。

15は上偶の脚部である。無文で装飾が無い。右脚部

分と考えられる。残存する長さ2.4cmである。
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2.近世

溝2条と柱穴1本が検出された。第10図に平面図・

断面図で示した。

第10号溝（第10図）

E-1グリッドからE・F-2グリッドにかけて延

びている。ほぼ東西方向に延びている。全長14.5mを

調在した。

溝の幅は3m前後、深度は0.8m程度であった。

第11号溝（第10図）

E-1とE-2グリッドの境で直角に屈曲し、 F-

2グリッドに延びている。南東部の縄文時代の上堀覆

土を切っていた。幅は2m前後、深度は0.3m。

第1号柱穴（第10図）

E-2グリッドから見つかった（第10図P1)。径

0.43m、深度0.53m。出土遣物はなかった

第10図溝

D-

A 17.IXllm A
 

p 匂

o-

c17.00Jm -9 

s17.400m B 

016.9:llm__[).  

SDlO 
I 暗褐色士表上3

II暗褐色土表ナ3

1暗褐色土

2 暗褐色土ローム粒子径1皿少肱

3 暗褐色土ローム粒子径1~2謳多置っ
4 暗褐色土 0ーム粒了径1皿沙量3

5 暗褐色士ローム少量っ

6 暗褐色土ロームプロック径2~3cm少属

7 暗疇釦ロー碍昂望1~2疇砒

SD 11 
1暗褐色土ロー碍曰径1~5謳夕恥

2 暗褐色土ローム粒子径1~2血多贔

3 暗 疇 色 七 ロー虞齊1~2畔渥、

ロームブロック径1~3cm少罷）

ロ

2m 0 4m 
l l l 
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V まとめ

平成1()1:刊斐の調査はローム面の椋高が13mから16m

に至る斜血部分であり、逍跡の南の縁に相当する部

分であった。今回、本書で報告した平成12年度の調

査区は平成10年度調査区の北西隅に隣按する部分で

あり、台地頂部に位置している。

今回の謂査区では仕居跡の検出はなかった。遺構

が集中しているのは中位面への段差に面している遺

跡の東側から台地の中央部分であることがより明瞭

となった（第 5図）。先上器時代の石器集中 5箇所、

縄文時代早期の炉穴54枯、縄文時代前期～中期の住

居跡12-軒、弥生時代後期～古墳時代前期の住居跡15軒、

平安時代の住居跡2軒がこれまでに調査されている。

今回の調責区では土堀内・逍構外から少量の縄文

上器が見つかっている。早期の撚糸文系t器・条痕

文系上器、中期末から後期初頭の土器、後期後葉の

安行 l式、晩期中葉の安行3C式である。

撚糸文系土器は大宮市の第 2• 3次調森区包含層

でややまとまって出土しており、事業団平成10年度

調査区においても数点が見つかっている。

条痕文系上沿の遺構は大宮市の調査区で炉穴54基

が見つかっており、ポ業団平成10年度調査区でも茅

山下層式がややまとまって出土している。

深作稲荷台遺跡の周辺には条痕文文系士沿を出士

する遺跡が数多く分布している。炉穴が見つかった

遺跡としてA-230-iぉ瞥亦13甚（立木・田代他1987)、小

深作前遇跡11拮（立木他1983)、宮ヶ谷塔貝塚 6拮

（安岡他1982、立木・山形1985)、トノ宮遺跡35埜（新

屋•福田1999) などがあげられる。条痕文系上器が出

土した遺跡として他に深作東部遺跡群（立木他1984)、

A-146号遺跡（立木・山形1985)、膝f八幡神社遺跡

（立木・山口1982)などがある。遺跡は数多いが土器

形式の細別に照らすと短期間であり、継続性は低い。

縄文時代中期末から後期初頭の住居跡が見つかっ

ている遺跡は周辺にA-137号遺跡（田代他1994)、深

作東部遺跡聞（立木他1984)、西原遺跡（埼王県逍跡

調査会1972)などがある。

後則後葉の安行 l式はごく少数ではあるが事業団

調在区から出土している。大宮市の調査区では第

2 • 3次調査区の土堀内や包含層からの出土がある

ものの、散見するのみで住居跡等の検出はない。

晩期の安行 3C式は今阿数点が見つかった（第 8

図3• 9、第 9図13)。列点文は単列に施される比較

的古い様相の土器である。大洞Cl式 1点もこれと同

時期の所産である（第 8図12)。大宮市の調査区では

出土していない。

安行式の逍跡としては固辺に小深作遺跡がある。

昭和44~4団こに大宮市教育委員会によって 3次にわた

る調脊が実施されている。 1次調牡ではテラス状遺

構、焼上跡、竪穴遺構などが検出され、 6併固体以上

の完形十はサ、大形土器片が集中して出土おり、 2次

調査では晩期の住居跡が検出されている（大宮市

1971)。また、 3次調査でも上器、石器、土版、土偶、

耳飾など安行期を中心とする悶富な出t遺物が出土

している（三田村1990)。

安行期の遺跡は大宮市域では東北原遺跡、舟能泥炭

層遺跡などがある。先の早朋とは対照的に数は少な

く、継続性の高い遺跡が多い。

今回の出土逍物として、土偶の足と思われる土製

品がある（第 9図15)。安行3C式が散見されること

から、この時期の可能性があるが、無文のため時期

の限定は困難である。安行期に見られるミミズク形

土偶、遮光器上偶の足ではない。先の小深作遺跡に

も無文の中実上偶は認められる。安行期の所産とし

ておきたい。
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写真図版



調査区全景（南から）

調査区全景（南東から）

ー図版 1



［三こ竺瓢

ー図版 2-



調査区西土塙群（南から）

調査区西土壊群（北から）

ー図版 3-



調査区南東土塙群（南から）

第88.103. 106. 107号土壊

ー図版4-



第88• 103号土壊

第90号土壊

図版5-



第89• 100号土壊

第94• 101号土堀

ー図版 6



第95号土壊

第105号土壊

ー図版 7_



土壊内出土土器（第8図）

遺構外出土土偶（第9図15)

遺構外出土石器（第9図14) 遺構外出土石器（第9図1~13)

ーー図版 8-



1 報告書抄録 I

ふりがな ふかさくいなりだいいせき

書 名 深作稲荷台遺跡II

副書名 県営大宮小深作団地閃係埋蔵文化財発掘調査報古

巻 次 II 

シリーズ名 椅玉県埋蔵文化財調査事業団報古書

シリーズ番号 第271集

編著者名 新犀雅明

編集機関 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

所 在 地 〒369-0108 埼玉県大里郡大里村船木台4-4-1 TEL0493-39-3955 

発行年月日 西暦2001（平成13)卵 3月23日

ふ り が な
コード 北緯 東経

ふりがな
凋在期間

調在面積
調査原囚

所収遺跡名 所在地
市町村 遺跡番号 0 ' "  0'"  

(m』)

ふかさく！ヽなり だし＼ さし＼たまけんおおみやし

深作稲荷台 椅王県大宮市 11205 229 35° 139° 20001002 250 県営団地

遺跡 ふかさくせし）ぶとくてt¥ 
56' 40' 建設に伴

深作西部特定 34" 03" 20001031 う事前調

とちくかくせいり 査

土地区画整理

かt、<

86街区ー13

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記 事項

深作稲荷台 集落跡

遺跡 縄文時代 土煽21悲 縄文土器

石器

上偶
近但 溝 2条

柱穴 1本



埼王県埋蔵文化財調査事業団報告書第271集

大宮市

深作稲荷台遺跡 n
県営大宮小深作団地関係埋蔵文化財発掘調査報告

II 

平成13年 3月16日印刷

平成13年 3月23日発行

発行／財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

〒 369-0108 大里郡大里村船木台 4［日 4番地 l

電話 0493 (39) 3955 

印刷／金井印刷工業株式会社


	埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第271集 深作稲荷台遺跡 県営大宮小深作団地関係埋蔵文化財発掘調在報告（2 0 01）
	序
	例言
	凡例
	目次
	表目次
	挿図目次
	図版目次
	Ⅰ 発掘調査の概要
	1. 調査に至る経過
	2. 発掘調査・報告書作成の経過
	3. 発掘調査・整理・報告書刊行の組織

	Ⅱ遺跡の立地と環境
	Ⅲ 遺跡の概要
	IV 遺構と遺物
	1 縄文時代
	(1) 土壙
	(2)遺構外出上遺物

	2. 近世

	V まとめ
	写真図版
	報告書抄録
	奥付



